








要旨 

VK欠乏状態を反映するヘパプラスチンテストには母児相関性があり,妊娠母体のVK欠乏状

態を改善させることにより,胎児や新生児の VK 欠乏を予防することが可能である。分娩 1

週間前からの VK 服用では勿論のこと,分娩当日 VK 内服でもかなりの効果が期待できる。 

しかし,VK 含有量の多い自然食品の摂取によって,VK 不足が解消できるなら,それがもっと

も望ましい。 

自然食品摂取妊婦37例の血中VK1含有量は平均O.59土0.43(0.14～2.32)ng/m1,VK2(MK-4)

濃度は 37 例中 33 例は 0.10ng/m1 以下で測定感度以下の濃度であり,測定可能であった 4

例の平均は 0.22±0.05(0.17～0.29)ng/ml,VK2(MK-7)濃度は 37 例中 3 例は 0.5ng/ml 以下

で測定感度以下の濃度であり,測定可能であった 34 例の平均は 4.95±4.66(0.73～

26.3)ng/ml であった。また,MK-7 の高値を示したものの多くは採血近辺で納豆摂取歴のあ

ったものであった。つまり,納豆嫌いでなければ,また VK 吸収障害がない限り,納豆摂取に

よる VK 補給は可能であるといえる。 


